
中

国

の

国

語

教

育

糊

中
国
(
台
湾
)
に
お
け
る
読
解
読
書
描
導
の
構
造

l

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
台
湾
の
教
育
は
、
解
放
(
T
九
四
九
年
)
前
の
中

国
、
国
民
党
支
配
下
の
そ
れ
の
流
れ
を
-
む
。
し
か
も
へ
い
ま
も
な
お
,
解
放

前
の
状
況
を
た
ぶ
ん
に
と
ど
め
て
い
る
。
な
か
で
も
、
国
語
教
育
に
お
い
て
・

そ
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
著
し
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

国
共
分
離
後
へ
す
で
に
二
十
五
年
を
経
過
し
な
が
ら
,
少
な
く
と
も
根
底
に

ぉ
い
て
大
き
な
変
化
萱
不
し
て
な
い
こ
と
に
、
い
か
に
も
悠
久
な
伝
統
を
も
つ

中
国
の
国
が
ら
を
感
じ
る
。
(
こ
の
こ
と
は
'
一
九
二
〇
年
前
後
,
中
国
で
は

じ
め
て
近
代
国
語
教
育
が
成
せ
し
た
と
き
、
l
享
年
に
及
ぶ
「
国
学
」
教
授
の

伝
統
を
背
景
と
し
て
ふ
ま
え
て
い
た
こ
と
と
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
)
も
ち
ろ

ん
そ
の
間
、
ま
っ
た
-
手
な
お
し
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

「
課
程
標
準
」
　
(
学
習
指
導
要
領
)
の
改
訂
も
幾
度
か
行
な
わ
れ
て
い
る
。
教

育
界
要
人
の
'
こ
と
に
米
国
餌
学
は
盛
ん
で
あ
り
へ
そ
の
収
狂
を
ふ
ま
え
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
'
基
本
的
に
大
き
な
変

化
は
み
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
の
課
題
と
関
心
は
'
台
湾
の
国
語
教
育
が
″
解
放
前

南

　

　

本

　

　

義

　

一

の
状
況
を
と
ど
め
て
い
る
〟
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
'
解
放
後
へ
さ

ら
に
文
化
大
革
命
後
の
新
中
国
の
国
語
教
育
を
史
的
側
面
か
ら
確
実
に
理
解
す

る
た
め
の
茶
礎
作
業
と
し
て
、
整
理
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
.

学
制
は
、
戦
後
の
日
本
の
ば
あ
い
に
よ
く
似
て
い
る
が
'
一
九
二
二
年
(
氏

国
十
一
年
)
公
布
の
「
学
校
系
統
改
革
令
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
を
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
&
。
襲
し
て
い
る
。
六
年
制
の
国
民
小
学
校
か
ら
三
年
制
の
国
民
中
学

ま
で
が
義
務
教
育
(
日
本
の
小
学
校
・
中
学
校
に
あ
た
る
)
、
そ
の
上
が
三
年

制
の
高
級
中
学
(
高
等
学
校
普
通
科
)
'
コ
ー
ス
別
の
高
等
学
校
へ
五
年
制
の

専
門
学
校
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

国
語
科
は
、
国
民
小
学
校
で
は
「
国
語
」
、
国
民
中
学
以
上
で
は
「
国
文
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
指
導
内
容
(
あ
る
い
は
目
標
)
を
、
読
む
・
昏
-
・
話
す

(
聞
く
)
　
の
諸
領
域
と
す
る
こ
と
も
'
日
本
の
ば
あ
い
に
似
て
い
る
。

四
領
域
の
う
ち
へ
読
む
こ
と
の
領
域
へ
す
な
わ
ち
読
解
読
宙
指
導
が
最
も
重

視
さ
れ
る
が
へ
　
こ
の
傾
向
は
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
さ
ら
に
上
級
校
へ
進
む
に

つ
れ
て
、
い
っ
そ
う
田
著
に
な
る
0
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か
く
て
、
台
湾
に
お
け
る
国
語
(
料
)
教
育
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

読
解
読
古
指
導
を
探
る
こ
と
が
、
重
要
な
鎚
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。そ

こ
で
・
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
そ
の
読
む
こ
と
の
指
導
、
読
解
読
書
指
導
の

だ
い
た
い
の
輪
郭
,
構
造
を
概
観
し
て
み
よ
う
と
す
る
0
構
造
の
概
観
で
あ
っ

て
,
た
と
え
ば
問
題
に
な
る
「
精
読
」
・
「
閲
読
」
・
「
略
読
」
な
ど
、
い
わ

ば
各
論
に
つ
い
て
は
へ
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
至
誠
と
さ
れ
た
い
。

2

教
科
指
導
は
,
「
課
程
標
準
」
　
(
学
習
指
導
型
領
)
に
の
っ
と
っ
て
行
な
わ

れ
て
い
る
。
現
行
「
課
程
標
準
」
は
、
国
民
小
学
校
・
国
民
中
学
二
尚
級
中
学

と
も
1
九
六
八
年
に
試
案
が
示
さ
れ
、
五
年
間
の
実
験
検
討
期
問
を
経
て
二

九
七
二
年
十
月
公
布
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
教
科
詔
も
改
訂
さ
れ
て
い
る
O
教
科
書
は
、
国
民
小
学
校

,
国
民
中
学
ま
で
が
国
定
で
、
高
級
中
学
以
上
は
検
定
に
よ
っ
て
い
る
.
「
課

程
標
準
」
の
規
制
力
は
か
な
り
強
い
よ
う
で
あ
り
へ
そ
の
内
容
か
ら
、
は
ぼ
台

湾
に
お
け
る
教
科
指
導
の
内
容
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
み
て
よ
い
。
国

語
科
は
'
国
民
小
学
校
・
国
民
中
学
・
高
級
中
学
を
通
じ
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、

配
当
時
間
数
も
穀
も
多
い
ー
a
j

「
課
程
標
準
」
は
'
各
科
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
T
、
目
標
　
二
、
時
間

配
当
　
三
,
教
材
大
綱
　
四
、
実
施
方
法
の
四
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。

国
民
小
学
校
六
年
間
の
国
語
科
の
過
当
り
の
配
当
時
間
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。

計

1
年
二
学
期
制
で
あ
り
,
教
科
召
(
国
定
)
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
各
学
年
上
下

二
*
・
合
計
十
二
巻
で
あ
る
o
同
じ
く
国
民
中
学
で
は
、
「
国
文
」
の
授
業

は
、
三
学
年
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
六
時
間
(
五
十
分
授
業
)
で
、
う
ち
四
時
間
が
「

範
文
講
読
」
　
(
教
科
書
教
材
の
講
読
)
に
、
残
り
二
時
間
が
「
書
法
練
習
」
　
(

書
写
・
習
字
練
習
)
・
「
語
言
訓
練
」
　
(
文
法
学
習
)
・
「
課
外
閲
読
指
導
」

(
読
出
H
指
導
)
に
ふ
り
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
高
級
中
学
で
は
、
節
1
学
年
が
毎
週
K
時
間
(
五
〇
分
授
業
)
で
'
う

ち
「
範
文
精
読
」
　
(
教
科
書
教
材
の
読
解
)
に
四
時
間
'
「
範
文
略
読
」
・
「

中
国
文
化
基
本
教
材
」
　
(
「
論
語
」
・
「
孟
子
」
抄
)
に
そ
れ
ぞ
れ
1
時
間
が

あ
て
ら
れ
て
い
る
o
罪
二
学
年
か
ら
は
文
科
系
と
理
科
系
に
分
か
れ
る
。
理
科
系

は
週
五
時
間
で
、
「
範
文
相
読
」
に
三
時
間
、
「
範
文
略
読
」
・
「
中
国
文
化
基
本

教
材
」
に
そ
れ
ぞ
れ
1
時
間
が
あ
て
ら
れ
る
.
文
科
系
は
週
七
時
間
と
な
り
、

こ
の
ほ
か
に
「
国
学
概
要
」
　
(
文
学
・
哲
学
史
)
二
時
間
が
加
わ
る
。

:
'
'
・
'
-
,
'
'
-
.
'
.
I
-
;
-
-
'
∵
　
言
　
　
　
　
-
.
小
∵
;
・
‥
　
　
∴

中
学
の
三
課
程
と
も
、
国
語
科
の
な
か
で
、
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お

り
、
か
つ
中
心
的
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
o
こ
と
に
'
高
級
中
学
で
は
'
他

の
餌
域
の
す
べ
て
が
、
読
解
読
書
指
導
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
で

も
、
古
く
こ
と
の
井
翼
作
文
教
育
と
の
緊
密
な
関
係
は
へ
こ
の
国
の
国
語
教
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青
の
特
色
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
中
国
の
文
化
・
教
育
の
伝
統
と
深

い
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
へ
そ
の
点
に
つ
い
て
.
の
考
案
も
別

稿
に
譲
り
た
い
。

校
で
は
「
読
古
」
　
(
教
科
怨
の
読
解
)
と
い
う
。
日
本
の
い
わ
ゆ
る
読
解
指
導

に
あ
た
る
。

「
課
内
一
望
だ
指
導
(
「
範
文
講
読
」
・
「
詫
び
」
指
導
)
の
其
確
的
・
中
心

3

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
'
台
湾
の
教
科
教
育
は
、

「
課
程
標
準
」
を
中
心
に

T.日叶~症

∴
∴

莞

(範
読文
. l蝣;.;s

ヽ-　　　t_

一子

退
き1=

L-　L

EH

展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
課
程
標
準
」
を
中
心
に
、
読
解
読
山
指
導
の
構
造
(
輪
郭
)
を
整
理

す
る
と
、
右
の
よ
う
に
図
示
で
き
よ
う
。

ま
ず
へ
読
む
こ
と
(
読
解
読
譜
行
為
)
す
べ
て
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
「
閲

読
」
が
あ
る
.
そ
れ
が
教
科
(
国
語
科
)
内
で
の
学
習
指
導
と
し
て
の
「
課
内

閲
読
」
‖
「
課
外
閲
読
」
を
経
て
'
応
用
読
書
(
生
活
の
場
の
な
か
で
の
読
書
行

為
)
と
し
て
の
「
自
由
閲
読
」
へ
と
舶
間
し
て
い
く
。

「
課
内
」
と
は
課
本
(
教
科
書
)
を
用
い
る
t
の
意
味
で
、
謀
本
の
教
材
を
国

民
中
学
以
上
で
は
「
重
文
講
読
J
と
も
い
う
。
な
お
へ
同
じ
こ
と
を
国
民
小
学

的
位
置
を
占
め
る
の
が
「
精
読
」
指
導
(
「
研
読
」
あ
る
い
は
「
読
書
」
指
導

と
も
い
う
)
　
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
精
読
」
指
導
(
「
課
内
略
読
」
と
も
い
う
)

「
速
読
」
指
導
へ
と
展
開
さ
れ
る
。
「
略
読
」
は
略
し
て
読
む
t
　
の
意
味
で
'

「
精
読
」
法
の
う
ち
、
実
際
に
応
川
渡
の
高
い
'
目
標
に
添
っ
て
確
実
に
要
点

を
お
さ
え
て
ゆ
く
読
み
を
集
中
的
・
効
果
的
に
指
導
し
よ
う
と
す
る
。
「
速

読
」
は
'
単
位
時
間
に
多
く
を
読
み
と
る
訓
練
で
あ
る
。
こ
の
間
、
晴
雨
・
朗

読
・
黙
読
法
な
ど
も
指
導
さ
れ
る
。

「
課
内
閲
読
」
の
教
材
は
「
課
内
読
物
」
　
(
教
科
雷
)
　
で
、
「
範
文
」
　
(
「
課

文
」
と
も
い
う
)
の
ほ
か
へ
国
民
中
学
で
は
「
語
文
知
識
」
　
(
文
法
)
、
高
級



中
学
で
は
「
中
国
文
化
北
本
教
材
」
(
「
論
語
」
・
「
孟
子
」
抄
、
別
冊
)
・

「
国
学
概
要
」
(
文
学
・
哲
学
史
)
が
加
わ
る
。

な
お
、
「
窮
文
」
の
教
材
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
必
読
」
と
「
選
読
」
教
材

と
に
分
け
る
よ
う
「
課
程
標
準
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
0

靖
文
ー
教
材
は
、
能
力
の
程
度
の
畢
L
l
る
(
高
低
)
の
グ
ル
ー
プ
の
授
業
に

適
応
す
る
よ
う
に
関
山
し
て
'
必
読
教
材
と
矧
誠
頭
相
の
二
和
に
分
け
る
.

必
読
教
材
は
'
能
力
が
や
や
低
い
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
や
や
高
い
グ
ル
ー
プ

の
区
別
な
く
す
べ
て
講
読
す
る
.
選
品
数

~
相
は
、
も
っ
ぱ
ら
能
力
の
や
や

高
い
グ
ル
ー
プ
の
謂
読
に
供
す
る
0
能
力
が
特
に
高
い
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は

特
に
低
い
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
'
教
師
が
生
徒
の
程
度
を
掛
酌
し
、
自
分
で

判
断
し
て
、
致
材
を
増
送
あ
る
い
は
間
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
増
減

の
宝
は
'
必
読
教
材
と
選
読
教
材
総
分
円
山
の
十
分
の
二
を
限
度
と
す
る
o

(
傍
綾
は
引
用
者
、
「
国
民
中
学
課
程
標
準
」
l
九
七
二
年
教
育
部
公
布
,

正
中
讃
局
印
行
へ
四
四
ペ
)

「
必
読
」
・
「
選
読
」
教
材
の
文
体
別
の
割
合
も
定
め
ら
れ
て
い
て
,
教
科

譜
編
集
の
共
準
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
民
中
学
第
一
学
年
に
つ
い
は

学
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

3
　
有
情
文

4
　
応
用
文

口
語
文
三
詣

J
-
/
-
i
~
叶
'
I
 
P

口
語
文
二
籍

必
軸
聖
I
E

'

-

?

!

-

蝣

・

=

>

　

1

　

J

-

T

必
読

必
読

(
前
掲
「
国
民
中
学
程
標
準
」
五
一
ペ
)

「
課
外
閲
読
」
は
、
国
語
科
と
し
て
行
な
う
読
書
指
導
で
、
国
民
小
学
校
・
国

民
中
学
二
尚
級
中
学
と
も
'
正
規
の
授
業
の
な
か
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
o
そ

の
教
材
が
「
課
外
読
物
」
で
、
国
民
中
学
　
K
級
中
学
で
は
「
課
程
標
準
」
中
.

最
小
限
の
教
材
を
例
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
へ
国
民
中
学
第
1
学
年
に
つ
い

口
語
丈
六
拾
　
　
必
読
五
代
川

-
　
記
S
.
 
-
V

り
】
　
論
蝣
&
・
」
>

文
語
文
三
措

口
語
文
三
貴

文
語
文
二
篇

選
読
〓
舶

・¥p∴二門=

速
読
二
川

必
読

必
読
〓
糾

問
f
i
l
l
括

て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

毎
月
少
な
-
と
も
1
m

1
　
国
父
伝

2
　
蒋
総
統
伝

3
・
そ
の
他
短
篇
文
芸
名
著

4
　
閲
読
報
告
の
習
作
(
前
掲
「
国
民
中
学
課
程
標
準
」
五
二
ペ
)

国
父
と
は
孫
文
の
こ
と
で
'
そ
の
三
民
主
義
は
'
国
民
精
神
の
韮
盤
と
な
っ
て

い
る
。
蒋
介
石
総
統
と
と
も
に
、
そ
の
思
想
・
伝
記
に
関
す
る
著
作
は
最
も
広

く
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
課
内
閲
読
」
H
「
課
外
閲
読
」
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
読
書
行
為
へ
　
「
自

由
閲
読
」
　
(
「
閲
読
」
)
を
目
ざ
し
て
お
り
へ
そ
こ
に
収
束
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

構
造
図
は
'
ほ
ぼ
、
以
上
の
こ
と
を
意
味
す
る
.

4

す
で
に
み
た
と
お
り
へ
教
科
(
同
語
科
)
と
し
て
の
読
む
こ
と
の
指
導
は
'

「
　
内
間
読
」
か
ら
「
課
外
閲
読
」
へ
と
展
冊
さ
れ
て
い
る
.
そ
の
「
課
内
閲

読
」
の
苅
堤
的
・
中
心
的
付
置
を
占
め
る
の
が
「
葡
読
」
で
あ
る
か
ら
、
載
導
の

41



実
際
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
国
に
お
け
る
読
む
こ
と
の
指
導
は
'
「

精
読
」
と
「
課
外
閲
読
」
と
し
て
の
「
閲
読
」
を
両
輪
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
「
精
読
」
が
'
ほ
ぼ
へ
わ
が
国
の
読
解
に
あ
た
り
、
「
閲
読
」

が
読
古
に
あ
た
る
。
`

さ
て
'
「
課
内
閲
読
」
　
(
読
解
)
・
「
課
外
閲
読
」
と
、
と
も
に
「
閲
読
」

の
語
を
用
い
て
い
る
。
「
閲
読
」
は
読
解
へ
読
む
を
統
べ
る
概
念
で
も
あ
る
。

現
下
の
わ
が
国
で
'
読
解
指
導
・
読
書
指
導
の
関
係
な
い
し
は
あ
り
方
が
'
争

点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
は
な
は
だ
示
唆
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

評
達
士
女
史
(
台
湾
省
立
台
北
師
範
坤
科
学
校
哉
授
)
は
「
閲
読
」
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

閲
読
と
は
,
ふ
つ
う
'
い
わ
ゆ
る
読
む
(
読
む
こ
と
)
の
こ
と
で
、
窃
物

上
の
文
字
・
絵
画
が
眼
球
を
と
お
し
て
脳
に
は
い
っ
て
き
て
'
脳
に
書
物
で

文
字
が
あ
ら
わ
す
意
味
を
班
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
<
中
略
∨
読
ま
れ
る

も
の
は
、
ふ
つ
う
の
古
物
だ
け
で
な
く
、
新
聞
・
公
文
・
吉
信
・
報
告
・
広

告
等
々
に
わ
た
り
'
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
文
件
は
日
々
ま
す
ま
す
広
範
に
な
り

つ
つ
あ
る
0
そ
こ
で
「
読
霞
」
の
二
字
で
は
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
を
(
す

べ
て
)
包
括
す
る
に
は
不
充
分
に
な
っ
て
き
た
。
「
閲
読
」
'
こ
の
呼
び
方

は
,
文
字
・
符
号
・
絵
画
を
用
い
て
構
成
さ
れ
る
読
物
を
(
読
む
こ
と
を
'

す
べ
て
)
包
括
で
き
る
.
だ
か
ら
「
閲
読
」
は
「
読
討
」
に
-
ら
べ
て
包
括

す
る
市
田
は
大
で
'
意
味
も
ま
た
広
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
を
使
い
さ

え
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
読
ん
だ
材
料
が
脳
に
は
い
っ
て
き
て
'
脳
に
そ
の
意
味

を
理
解
さ
せ
、
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
こ
と
、
(
こ
れ
ら
は
)
す
べ
て
「
閲

読
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
'
声
を
出
し
て
読
む
ば
あ
い
も
、
出
さ
ず
に
み
る

ば
あ
い
も
、
(
よ
む
こ
と
で
)
藍
味
を
理
解
す
る
こ
と
、
す
べ
て
「
閲
読
」

と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
(
「
国
語
能
力
指
導
」
I
九
七
〇
年
、
台
北
省
立
台
北
貰

範
専
科
学
校
付
属
国
民
小
学
印
行
へ
七
九
ペ
)

「
閲
読
」
の
概
念
の
誕
生
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
、
伝
統
的
至
誠
む
こ
と
の
概

念
「
読
雷
」
か
ら
、
「
閲
読
」
へ
と
推
移
し
た
こ
と
が
'
悟
浮
に
と
ら
え
ら
れ

て
い
る
。

「
課
程
標
準
」
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
民
小
学
校
・
国
民

中
学
二
尚
放
中
学
の
「
課
程
標
準
」
国
語
科
編
の
、
そ
れ
ぞ
れ
第
〓
叫
「
目
標

」
の
な
か
か
ら
、
開
通
語
い
を
含
む
項
目
を
抽
出
す
る
と
、
つ
ざ
の
よ
う
で
あ

S
B

(
国
民
小
学
校
)

①
　
o
児
童
が
国
語
教
科
苔
教
村
を
研
.
1
.
叫
U
~
,
好
ま
し
い
開
設
矧
勝
を
琴
っ
こ

と
,
文
章
作
法
を
理
解
す
る
こ
と
、
お
よ
び
つ
ぎ
の
四
柾
の
矧
捌
鴫
ガ
(
を

育
て
る
こ
と
)
で
'
生
活
上
の
必
要
に
適
応
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

H
　
迅
速
に
打
・
-
)
L
t
蝣
X
t
l
&
J
a
X
十

日
　
用
心
し
て
精
読
し
、
抽
節
を
記
取
す
る
.

日
　
全
文
を
綜
覧
し
'
大
綱
を
把
捉
す
る
。

印
　
内
容
を
探
究
し
、
合
竜
を
推
取
す
る
。
(
「
国
民
小
学
暫
行
課
程
標

準
」
1
九
六
八
年
、
正
中
欝
局
印
行
'
壱
総
目
標
六
、
七
五
-
六
ペ

傍
組
は
引
用
者
へ
以
下
同
じ
)

①
　
O
児
茄
が
す
ぐ
れ
た
課
外
読
物
魯
'
.
児
競
文
学
作
品
を
欣
賞
す
る

興
味
と
能
力
を
挙
っ
よ
う
指
導
す
る
。
(
同
七
、
七
六
ペ
)

O
児
童
が
,
1
・
二
年
用
の
国
語
教
科
雷
教
材
を
~
矧
叫
U
,
ト
内
容
の
叙
述
、

語
句
の
応
用
と
語
句
の
紋
日
に
注
患
す
る
よ
う
指
導
す
る
0
　
(
同
弐
分
段
目

標
、
1
低
学
年
目
標
佃
、
七
七
ペ
)

ふ
J
?
が
な
つ
き

∴
　
　
　
　
　
㌦
∵
　
　
　
　
　
、
‥
　
　
∴
・
-
-
'
.
'
'
*
Z
'
'

を
培
養
す
る
よ
う
指
導
す
る
。
(
同
の
'
同
ペ
)

声
・
-
-
V
.
,
i
i
'
・
「
.
、
∵
　
　
　
　
　
い
　
十
十
、
・
/
∴
.

」0



s
醐
u
p
.
大
意
を
理
解
し
、
段
落
を
研
討
し
,
内
容
の
細
部
を
記
取
す
る

よ
う
指
導
す
る
0
　
(
同
二
中
学
年
目
標
甲
七
七
ペ
)

。
児
童
が
'
五
二
ハ
年
用
の
教
科
か
教
材
を
粕
笥
-
課
外
読
物
を
阻
.
諭
し
~

文
章
内
容
を
綜
仝
タ
る
こ
と
,
大
網
を
把
捉
す
る
こ
と
,
合
義
を
推
取
す
る

こ
と
を
訓
練
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
こ
と
で
'
欣
賃
能
力
と
写
作
技
巧
を
培

養
す
る
よ
ケ
指
導
す
る
。
(
同
三
高
学
年
目
標
的
、
七
八
ペ
)

0
-
・
-
　
　
　
ハ
　
　
ハ
H
r
r
n
:
」
<
-
>
-
」
-
'
1
.
 
-
丁
・
s
<
し
‡
＼
'
~
J
持
'
汁
-
4
0
-
t
e
^

を
些
不
し
て
'
練
習
応
用
す
る
こ
と
で
'
表
現
能
力
を
増
進
す
る
よ
う
指
導

す
る
。
(
同
の
、
七
八
ペ
)

(
国
民
中
学
)

◎
。
生
徒
が
口
語
文
を
研
読
-
5
'
本
国
の
言
語
・
文
字
の
組
識
お
よ
び
応
用

の
方
法
を
理
解
し
、
さ
ら
に
各
種
文
体
の
作
文
技
法
お
よ
び
文
法
の
運
用
を

理
解
す
る
よ
う
指
導
す
る
.
(
前
掲
「
国
民
中
学
課
程
標
準
」
第
7
目
標

参
、
四
三
ペ
)

O
生
徒
が
'
明
易
な
文
語
文
を
珊
読
j
T
口
語
文
と
文
語
文
が
措
辞
上
差
異

の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
比
較
す
る
よ
う
指
導
す
る
。
(
同
輿
四
三
ペ
)

・
生
徒
が
、
心
身
に
有
益
な
課
外
読
物
を
矧
司
.
そ
れ
で
文
学
作
品
を
欣

賞
す
る
興
味
と
能
力
を
培
養
す
る
よ
う
指
導
す
る
O
　
(
同
伍
へ
四
三
ペ
)

(
高
級
中
学
)

④
。
生
徒
が
'
口
語
文
を
閲
読
し
写
作
す
る
能
力
曇
尚
め
る
。
(
「
高
級

中
学
課
程
標
準
」
一
九
七
1
年
教
育
部
公
布
'
正
中
書
局
印
行
へ
第
1
目
標

壱
、
四
三
ペ
)

・
生
徒
が
'
平
易
な
古
典
を
閲
路
U
,
 
~
ー
明
易
な
文
語
文
を
写
作
す
る
能
力
を

養
う
。
(
同
式
、
四
三
ペ
)

f
l
-
-
-
.
-
;
　
　
、
∴
　
=
'
"
*
,
*
　
"
"
蝣
　
;
-
・
・
　
　
　
　
　
一
・
、

る
興
味
と
能
力
を
L
=
進
す
る
よ
う
捕
導
す
る
。
(
同
参
、
四
三
ペ
)

「
研
読
」
'
「
精
読
」
は
同
義
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
「
精
読
」
と
「
閲
読
」

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
7
は
、
①
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
科
書
教
材
の
「
研
読
」
(
「
精
読
」
)

指
導
を
中
心
・
基
本
に
す
え
つ
つ
へ
　
「
閲
読
習
慣
」
を
身
に
つ
け
、
「
詞
読
能

力
」
を
き
た
え
る
と
い
う
構
辻
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
閲
読

能
力
」
は
、
広
義
の
続
解
読
窃
力
を
さ
す
も
の
と
と
れ
る
o
　
つ
ま
り
、
読
解

(
「
精
読
」
)
を
き
た
え
る
こ
と
に
よ
り
へ
読
苗
(
「
閲
読
」
)
生
活
を
確
立

し
、
読
小
一
u
(
「
閲
読
」
)
能
力
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
O

第
二
は
、
②
・
③
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
精
読
」
　
(
「
研
読
」
)
　
の
対
象

を
「
教
科
古
教
材
」
と
し
、
「
閲
読
」
の
対
象
を
「
課
外
読
物
」
と
明
快
に
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
.
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
「
精
読
」
・
「
閲
読
」
指
導
の
目

標
・
内
容
を
明
確
に
す
る
て
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
教
科
書
を
用
い
て
は
'
要

す
る
に
、
「
精
読
」
指
導
を
ね
ら
え
ば
よ
い
の
だ
L
t
　
「
課
外
読
物
」
を
用
い

て
は
'
「
閲
読
」
指
導
を
ね
ら
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「
課
外
閲
読
」
が
'
正
規
の
授
業
時
間
の
な
か
に
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
成
繊
評
価
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と

も
ま
た
「
課
程
標
準
」
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

。
課
外
閏
議
の
相
克
読
物
は
、
課
内
読
物
の
教
材
と
相
互
に
配
合
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
課
内
読
物
で
不
足
す
る
と
こ
ろ
を
純
な
う
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら

な
い
L
J
　
(
課
内
読
物
)
同
様
に
'
成
杭
配
慮
(
の
ば
あ
い
の
対
象
に
)
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
(
前
掲
「
国
民
小
学
暫
行
課
程
標
準
」
'
第
四
実
施
方

法
へ
　
石
、
三
読
書
閑
、
九
七
ペ
)

。
国
語
の
成
紙
評
価
に
あ
た
っ
て
は
'
日
常
考
査
・
平
常
練
習
・
期
中
試
験

・
期
末
試
験
な
ど
の
様
式
を
利
用
し
'
生
徒
の
重
文
講
読
・
作
文
瀬
習
・
讃

He



外
閲
読
お
よ
び
古
法
練
習
な
ど
'
.
各
方
面
の
学
習
進
展
の
状
況
を
考
査
す

る
o
(
前
掲
「
国
民
中
学
課
程
標
準
」
へ
第
四
実
施
方
法
、
捌
二
、
五
〇
ペ
)

o
国
語
の
結
成
紙
の
計
算
は
、
範
文
お
よ
び
中
同
文
化
去
本
教
材
が
百
分
の

四
五
、
作
文
練
習
が
百
分
の
四
〇
、
課
外
閲
読
指
導
が
百
分
の
T
〇
、
台
法

が
百
分
の
玉
と
規
定
す
る
。
文
科
系
の
国
学
概
要
は
別
わ
く
と
す
る
。
(
前

掲
「
高
級
中
学
課
程
標
準
」
へ
約
四
実
施
方
法
へ
捌
二
、
五
一
ペ
)

国
語
科
と
し
て
の
「
閲
読
」
　
(
読
書
)
指
導
の
位
置
が
確
固
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
に
、
◎
・
◎
・
④
と
み
て
く
る
と
、
①
・
③
す
な
わ
ち
へ
国
民
小
学
校

・
国
民
中
学
で
は
「
精
読
」
　
(
十
研
読
」
)
と
な
っ
て
い
る
が
、
④
す
な
わ
ち

高
級
中
学
に
至
っ
て
は
「
閲
読
」
と
の
み
見
え
て
、
「
精
読
」
　
(
「
研
読
」
)

の
語
が
な
い
。
「
口
語
文
を
閲
読
し
」
　
「
平
易
な
古
典
を
閲
読
す
る
」
と
は
'

教
科
詔
教
材
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
へ
　
こ
の
ば
あ
い
の
「
閲
読
」
と

は
、
国
民
小
学
校
・
国
民
中
学
の
「
精
読
」
　
(
「
研
読
」
)
の
屈
間
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
「
精
読
」
は
'
し
だ
い
に
「
閲
読
」
に
収
束
さ
れ
る
と
い
う

関
係
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

台
槽
に
お
け
る
読
む
こ
と
(
読
解
読
む
)
　
の
指
導
は
、
「
桁
読
」
　
〓
「
閲

読
」
と
い
う
し
-
み
で
、
こ
れ
を
両
輪
と
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

5

「
精
読
」
　
(
読
梶
)
指
導
と
「
閲
読
」
　
(
読
詔
)
指
導
を
結
ぶ
も
の
と
し
て

「
略
読
」
指
導
と
「
速
読
」
指
導
が
あ
る
。

詔
迂
士
女
史
は
「
精
読
は
準
蛸
で
あ
り
、
略
読
と
速
読
は
応
用
で
あ
る
」
と

い
い
、
さ
ら
に
「
略
読
」
に
つ
い
て
「
授
業
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
'
精
読
が

主
体
で
略
読
は
桁
充
で
あ
る
.
だ
が
効
果
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
'
精
読
は
準

備
で
略
読
は
応
用
で
あ
る
」
、
「
略
読
」
は
黙
読
法
を
多
用
し
、
要
点
を
効
率

的
に
お
さ
え
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
と
き
に
は
む
し
ろ
「
略
読
」
を
手
が
か

り
に
、
「
精
読
」
　
(
「
研
読
」
)
　
へ
は
い
っ
て
い
-
七
と
も
あ
る
の
だ
と
い
っ

て
い
る
.
(
前
掲
「
国
語
能
力
指
導
」
へ
　
八
七
ペ
)

ま
た
、
頼
明
徴
氏
は
「
略
議
は
、
速
-
広
-
読
む
方
法
で
、
読
む
と
き
'
精

読
の
よ
う
に
仔
細
に
調
べ
.
る
こ
と
も
な
く
、
逐
字
班
楯
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
な
い
」
　
「
陶
淵
明
が
『
書
を
読
む
に
甚
し
く
解
す
る
を
求
め
ず
』
と
い
う
の

は
、
略
読
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
略
読
は
お
お
む
ね
黙
読
を
用
い
る
」
　
「

(
黙
読
は
)
眼
球
運
動
で
'
い
わ
ゆ
る
一
目
十
行
も
訓
練
に
よ
っ
て
可
能
で
あ

る
」
　
「
訓
練
す
る
者
は
'
眼
球
運
動
の
き
ま
り
あ
る
-
ズ
ム
に
よ
り
、
眼
の
停

止
回
数
を
少
な
-
、
停
止
時
間
を
短
く
'
換
行
を
正
確
に
証
禎
よ
み
の
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
、
停
止
.
こ
と
に
見
れ
る
字
数
と
市
田
も
ま
た
広
が
っ
て
い
-
o
(
こ

の
よ
う
に
し
て
閲
読
速
度
が
伸
び
る
の
で
あ
る
。
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
「
国

文
教
学
概
説
」
　
1
九
六
九
年
、
1
鳴
お
店
へ
　
八
三
～
八
四
ペ
)

つ
ま
り
'
基
礎
段
階
と
し
て
の
「
精
読
」
を
、
目
標
と
し
て
の
「
閲
読
」
　
へ

連
結
す
る
た
め
に
、
「
精
読
」
法
中
、
「
精
読
」
法
と
「
閲
読
」
法
の
つ
な
ぎ

と
な
る
要
素
を
、
さ
ら
に
取
り
立
て
て
指
導
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
「
略
読
」

と
「
速
読
」
指
導
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
'
「
精
読
」
〓
「

略
読
」
・
「
速
読
」
で
あ
り
'
「
速
読
」
は
「
略
読
」
を
含
み
'
「
略
読
」
は
「

速
読
」
を
含
む
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
な
か
に
、
朗
読
(
音
読
)
1
黙
読

法
の
段
階
も
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

「
略
読
」
に
つ
い
て
「
課
程
標
準
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。

。
朗
読
と
黙
読
の
割
合
‥
一
・
二
年
は
朗
読
が
黙
読
よ
り
多
-
な
る
よ
う

に
、
三
・
四
年
は
朗
読
・
黙
読
が
そ
れ
ぞ
れ
半
は
<
.
に
な
る
よ
う
に
、
五
・

六
年
は
黙
読
が
朗
読
よ
り
多
く
な
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
朗
読
の
授

業
で
は
、
発
音
・
語
調
の
こ
と
か
ら
、
姿
勢
の
正
し
さ
自
然
さ
や
、
~
迅
速

W.



で
(
き
ち
ん
と
眼
球
を
動
か
し
、
喉
晋
を
な
く
し
て
閲
読
時
間
を
短
く
す
る

よ
う
注
意
す
る
こ
と
-
-
な
ど
を
し
っ
け
、
)
要
点
を
お
さ
え
る
　
(
す
な
わ

ち
段
落
に
分
け
て
要
点
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
大
綱
の
把
捉
を
す
る
)
　
よ

う
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
前
掲
「
国
民
小
学
哲
行
試
程
標
準
」
、
第
四

実
施
方
法
'
乙
、
三
読
訪
印
、
九
六
ペ
)

。
略
議
の
図
台
は
'
欣
父
的
な
も
の
、
実
用
的
な
も
の
、
参
考
的
な
も
の
の

三
種
を
あ
わ
せ
重
ん
じ
ね
ば
な
ら
ず
'
た
だ
、
学
年
の
高
低
に
よ
っ
て
、
分

売
を
加
減
す
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
0
時
読
の
図
部
は
課
内
指
導
す
る

ほ
か
、
児
缶
の
課
外
閲
読
と
す
る
こ
と
を
奨
励
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
(
同

固
、
九
七
ペ
)

。
教
科
書
教
材
の
う
ち
、
語
文
知
識
は
、
略
読
方
式
に
よ
っ
て
、
雷
中
の
要

点
を
提
示
し
、
生
徒
が
応
用
練
H
す
る
よ
う
指
導
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
前

掲
「
国
民
中
学
課
程
標
準
」
、
第
四
実
施
方
法
へ
弐
'
三
へ
　
四
八
ペ
)

O
第
1
学
年
は
、
毎
週
平
均
六
時
間
と
し
'
範
文
精
読
お
よ
び
作
文
に
金
時
数

の
六
分
の
四
、
範
文
略
読
お
よ
び
中
国
文
化
基
本
教
材
に
そ
れ
ぞ
れ
六
分
の

一
を
あ
て
る
。
(
前
掲
「
高
級
中
学
課
程
標
準
」
、
第
二
支
配
時
間
壱
'
四

三
ペ
)

。
第
二
・
第
三
学
年
は
'
理
科
系
が
毎
週
五
時
間
と
し
、
範
文
精
読
お
よ
び

作
文
に
金
時
数
の
五
分
の
三
を
あ
て
、
範
文
略
読
お
よ
び
中
国
文
化
井
本
教

材
に
そ
れ
ぞ
れ
五
分
の
1
を
あ
て
る
。
文
科
系
は
'
毎
週
七
時
間
と
し
、
う

ち
五
時
間
は
理
科
系
と
同
じ
で
、
あ
と
二
時
間
を
国
学
概
要
に
あ
て
る
o

(
同
弐
、
同
ペ
)

。
範
文
は
精
読
と
略
読
の
二
種
類
に
分
け
る
0
相
読
教
材
は
間
樺
を
主
と

し
、
略
読
教
材
は
平
易
を
主
と
す
る
。
(
同
罪
三
教
材
大
綱
壱
、
四
四
ペ
)

。
略
読
文
は
、
欣
質
の
興
味
を
培
葵
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
O
　
講
読
の
さ

い
、
全
紙
朋
の
主
旨
、
各
段
の
要
旨
、
内
容
の
精
義
お
よ
び
文
章
の
結
構
を
提

示
し
、
自
由
研
究
を
さ
せ
'
教
師
は
抑
足
指
導
す
る
こ
と
で
、
自
主
学
習
能

力
を
養
う
。
(
同
式
、
二
二
'
四
九
ペ
)

「
略
読
」
の
位
置
づ
け
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

国
民
小
学
校
で
は
「
略
読
の
図
書
」
と
し
て
'
教
科
書
以
外
に
教
材
を
求
め

て
い
る
が
'
国
民
中
学
・
高
級
中
学
で
は
'
教
科
討
教
材
を
そ
の
性
格
に
よ
っ

て
「
精
読
」
と
「
略
読
」
に
分
け
て
い
る
o

E
山
中
i
f
I
咋
川
日
詰
　
　
巾
~
^
r
r
r
r
定
)
　
「
〓
=
八
　
　
　
丈
　
一
冊
」

(
第
這
十
期
用
)
　
の
「
編
集
大
意
」
の
第
六
、
お
よ
び
そ
の
目
次
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

O
所
紐
の
範
文
は
「
精
読
」
と
「
略
読
」
の
二
種
に
分
け
て
あ
る
。
精
読
覇

文
は
'
題
目
上
に
◎
印
を
つ
け
て
区
別
す
る
o
ま
た
、
朗
読
・
暗
謁
・
黙
写

に
便
利
な
よ
う
に
、
精
読
範
文
は
、
短
篇
を
多
選
し
て
い
る
0
閲
読
の
興
味

を
増
加
し
、
閲
読
能
力
を
高
め
る
た
め
へ
略
読
重
文
は
と
き
に
長
篇
を
選
ん

で
い
る
。
(
一
ペ
)

(
目
次
)
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一
、

二
◎
三
、四

へ
五
'

六
へ

七
、

◎
八
、九

'
国
民
中
学
迎
合
関
学
式
典
の
訓
詞

立
志
大
事
を
な
す

孔
子
と
弟
子

孔
子
と
教
師
節

民
国
元
年
の
双
十
節

辛
亥
武
昌
起
義
の
逸
話

し
ろ

荷
関
の
将
を
守
る
に
示
す
の
雷

慶
祝
台
湾
光
復
節

え
い
菊
の
記

欝
中
正

孫
　
文

,
l
M
　
　
に
‖

l
ニ
一
ロ
　
　
一
l
ニ
=

程
天
放

王
平
陵

茸
微
頴

鄭
成
功

帯
中
正

朱
恒
公



十
、
大
明
糊

一

一

、

◎
7
二
、

二二、

◎
t
四
、

1
五
t

M
E
B
i

◎
一
七
、

一
八
、

一
九
へ

二
〇
、

国
父
の
幼
年
時
代

革
命
運
動
の
間
始

慈
烏
の
夜
噂

燕
詩
示
劉
望

わ
た
し
の
父

沈叩一:]英伝

自
由
と
放
任

ネ
ル
ソ
ン
の
逸
話

目
端
湖
の
冬

牀
Z
'
f
f
的
苅
蝣
>
.
-
蝣

劉
　
L
3

呉
敬
任

那
　
魯

自
居
易

白rj--r>

段
永
潤

夏
之
蓉

祭
元
培

,'-持出

e
m
或

中
学
生
雑
誌

と
わ
っ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
そ
の
構
造
を
概
祝
し
た
ま
で
で
あ
る
。

浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
き
た
「
精
読
」
　
(
「
研
読
」
)
　
「
略
読
」
・
「
速
読
」

・
「
閲
読
」
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
随
時
、
詳
論
し
て
い
く
つ
も
り
で

,r,る。

-
　
4
9
年
3
月
1
7
日
精
　
-
　
(
福
岡
女
子
短
期
大
学
)

ほ
ぼ
、
古
文
な
い
し
如
古
文
が
「
精
読
」
の
、
現
代
文
が
「
略
読
」
の
教
材
に

な
っ
て
い
る
。

読
解
と
読
-
3
を
ど
う
付
置
づ
け
、
ど
う
関
辿
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

下
の
わ
が
国
で
も
韮
婁
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
o
両
者
の
つ
な
ぎ
の
指
導
と
し

て
「
略
読
」
・
「
速
読
」
指
導
を
具
体
的
に
位
置
づ
け
て
、
指
導
の
目
や
す
を

示
し
て
い
る
こ
と
は
t
 
T
つ
の
着
想
と
い
え
よ
う
.

6

台
湾
に
お
け
る
読
む
こ
と
の
細
導
へ
読
解
読
古
指
導
の
構
造
を
概
観
し
て
き

た
。あ

る
国
な
い
し
あ
る
地
域
の
国
語
(
料
)
教
育
を
み
て
い
-
の
に
、
何
か
ら

手
を
つ
け
る
の
が
よ
い
の
か
'
や
さ
し
い
問
題
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
'
そ

の
大
ざ
っ
ぱ
な
輪
郭
を
探
る
こ
と
か
ら
'
そ
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
を
、

今
回
は
課
題
と
し
た
。

そ
の
う
ち
ま
ず
'
読
む
こ
と
の
舗
域
を
と
り
あ
げ
た
。
す
で
に
く
り
返
し
こ
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